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移動する纂修官、移動する書物
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概 要

明初、洪武から洪熙に至る五十余年（1368–1425）は、大規模な国家編纂事業と、南京から北京への遷都とが

相重なる変動の時代であった。なかでも『四書五経性理大全』については、編纂の場となった当時の北京が書物

に乏しかったことが指摘されており、纂修官たちが諸地域に蓄積されてきた朱子学の成果をいかに選び取ったの

か、なお検討の余地が残されている。

本報告では、関連文献の整理を進める過程で得られた現段階の見通しに立ち、まず江西泰和の儒者・余学夔

（1372–1444）を取り上げる。余学夔は、南京では『永楽大典』の副総裁を務め、北京では『四書五経性理大全』の

纂修に参与した。その文集『北軒集』にみえる家学、郷党との交遊、郷里と北京を結ぶ書物の往来を手がかりに、

人の移動と書物の流通が交錯する場として、明初の国家編纂事業を捉え直すための一資料としたい。

移動する纂修官と、移動する書物。本報告は、「移動」の視座から、纂修官による知識の「取捨」にいかに作用し

たのかに着目し、明初における経典注釈の歴史を再考する端緒を探る。東アジア藝文書院（EAA）の「共生」の理

念に学びつつ、異なる地域の学問資源が国家編纂の場でいかに認識され、再配置されたのかを検討するため

の見取り図を提示し、大方のご批正を仰ぎたい。

図版：大英図書館（British Library）所蔵、
清康熙二十一年前後（1682–1691）「江西十三府道里図」部分
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